
；津＃・・等〜

律
子
さ
ん
八
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
Ｖ

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
余
っ
た
奥
さ
ん
だ
。
と
言
っ
て
も
、
誤
解
し

て
は
い
け
な
い
。
な
ん
せ
獣
の
皮
で
花
を
造
る
。
徹
夜
徹
夜
で
作

品
を
間
に
合
わ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ｉ
の
こ
と
で
あ
る
。

蕊

綾
子
さ
ん
Ａ
な
が
は
ま
フ
ラ
ワ
ー
リ
ン
グ
マ
ネ
ジ
ャ
‐
Ｖ

長
涜
律
子
さ
ん
の
名
コ
ン
ビ
で
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
ア
イ
デ

ア
〃
マ
ン
“
、
長
演
さ
ん
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ
る
。
こ
の
人
も
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
奥
さ
ん
。
街
を
歩
く
犬
を
見
て
も
〃
あ
の
シ
ッ

ポ
で
花
が
出
来
な
い
か
な
ア
“
と
思
う
ん
だ
そ
う
だ
。
犬
が
シ
ッ

ポ
を
巻
く
人
。

い
き
な
り
『
君
、
オ
レ
は
何
才
に
見
え
る
か
ね
…
…
』
と
言
わ
れ
て
一
瞬
戸
惑

っ
た
。
六
十
代
の
後
半
と
思
い
「
六
十
代
で
し
ょ
う
・
・
・
…
』
と
ゴ
マ
か
し
た
積

り
が
大
笑
い
さ
れ
た
。
『
七
十
五
才
だ
ぞ
』
と
言
わ
れ
て
オ
ド
ロ
イ
た
り
ホ
ッ

峠
熱
誰
却
曙
詰
睦
霊
鵬
陣
煙
亜
識
唾
嘩
唾
雄
謎
拳
蕊
呼
詠
響
誌
舞
錘
蝿
髄
迦
郵
。

一
首
を
も
の
し
て
く
れ
た
。
話
せ
る
人
だ
な
ア
。

翁

９

』

長
漬

今
村

牛尾吉朗さん
く牛尾工業社長＞

この人は見るたびに顔が違う。
『カメレオンみたいやろう』と言
う。忙がしい人だからだろう。氏
の友人は『よう描き過ぎや』とい
うけど、そのときはこう見えたん
だから仕方がない。ホント。
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貝原六一さんく画家･ 行動美術＞
神戸行動美術の‘‘親分' ' ・神戸まつりの推進
者。私は小さなマンガを描くが、彼は社会に
大きな“絵‘，を描く能力がある。描いたら西
郷隆盛に似て来た。

姥
騨

博
熊
さ
ん
Ａ
神
戸
市
土
鳶
参
事
Ｖ

お
役
人
ら
し
く
な
い
と
こ
ろ
が
彼
ら
し
い
。
人
呼
ん
で
〃
超
能
力

者
“
と
い
う
。
”
文
化
開
発
の
進
め
“
の
著
者
。
未
来
派
で
あ
る
。

少
し
才
能
を
分
け
て
欲
し
い
で
す
な
。 ●

ｊ
Ｊ
４
〃
Ｊ
叩
ノ
ィ
ｊ
，

１
，
‘
．
．
、
庫
仏
げ
ぺ

５
－
＄
ｑ
■
当
り
Ｏ
Ｄ
Ｇ
津
印

ツ
ヤ
』
・
群
．

恥
乱

目

畑マスｆさんく工芸家＞
畑専一郎さんの妹さんである。何時の間I こか
知り合いになっていたという間柄。大分前だ
が、ワイワイ多勢で、自宅へ押しかけ、ご馳
走になったことがある。まだお返しもしてい
ない。

諸
岡

士
の
マ
マ可

愛
い
い
感
じ
を
な
ん
と
か
物
に
し
よ
う
と
一
生
懸
命
に
な
っ
た

ん
だ
が
、
ど
う
か
な
…
…
。
そ
の
上
、
こ
の
マ
マ
は
グ
ラ
マ
ー
で

あ
る
。
い
や
…
…
、
見
た
わ
け
で
は
な
い
。
カ
ン
ジ
、
カ
ン
ジ
が

で
す
よ
。
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とう

岡田淳さんくﾏ ﾝ ｶ 家＞
仲間の顔は描き難い。私が描くと誰れでも優
しい顔になるそうだが、岡田君の顔は優しく
なり過ぎたかな……。

あ
っ
し
さ
ん
八
ラ
ガ
家
Ｖ

『
鼻
は
丸
う
て
大
き
い
一
『
目
は
小
さ
い
』
『
可
愛
い
顔
や
な
ア
』

「
童
顔
で
し
ょ
う
』
『
ウ
ン
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
や
な
…
…
』
描
き
屋

と
描
き
屋
。

今

三宅啓子さん
くサントノーレ・

フアッシ封ンデザイナー＞
この絵を描いたとき顔をジツと見
させてもらい、その後、“神戸フ
ァッシヨンバザール, , のコンテス
トで声をジツと閑せてもらった。
描き屋はトクデスなア。

f 斜

ｒ
‐
Ｉ

西
村
隆
さ
ん
八
県
民
セ
ン
タ
ー
Ｖ

長
男
の
結
婚
式
の
と
き
、
追
加
を
し
た
ら
金
が
足
り
な
く
な
っ

て
、
ツ
ケ
を
し
て
鼎
ら
し
て
も
ら
っ
た
仲
。
「
鼻
の
下
を
長
く
し

た
ら
似
る
ん
や
な
い
か
』
と
言
う
。
『
私
と
同
じ
で
す
な
ア
…
・
・
・
』

1２０

丘
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P ４ ｒ

根和生さんく美術評論家＞
私も二日酔い。彼も二日酔い。モデルと描き
手がアーシンド。こちらはそれでも、あとで
の評が気になるので“懸命, ' だが、モタモタ
モタモ夕彼も疲れてトロリトロリ『も一度描
き直すことにしましよ』。

瀞

､鼠

総』・
こう

連毒
おう

i'密

路

デ

メ
式
ず
１
ふ
‐
蜜
‐

８
９
０
昌
１

１
４
・
Ｉ
〜
。
．
‘
・
今
声
〃
．
，
＃
心
１
１

Ｉ

ｒ

》
寺
一
・
．

、
■
毎

西
村
真
一
郎
さ
ん
八
朝
日
放
送
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
Ｖ

飲
み
仲
間
、
騒
ぎ
仲
間
。
い
い
顔
を
し
て
い
る
の
に
気
が
付
い
て

い
な
い
よ
う
な
男
で
あ
る
。
『
結
婚
し
た
ん
や
つ
て
な
ア
』
『
ハ

ー
』
い
つ
も
の
ニ
コ
ニ
コ
顔
だ
が
、
落
ち
付
い
た
感
じ
が
す
る
。

昼
間
の
せ
い
か
な
…
…
結
婚
し
た
か
ら
か
な
…
・
・
・
。

』
公
ハ
ロ
形』

山 下駿児さん
くテレフォンサービス社長＞

ファイトの固りである。若さがある。真面目
である。アイデア・マンである。ｒ先生、ほ
め過ぎです。豪快に見えますが、これでもの
すごうテレ屋なんです』と顔を赤くする。テ
レるテレフォンサービスの社長さん。

〆
？

蜜
“
抑
／
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
‐
‐
‐
‐
１
１
１
１
１
１
７
１

滝
え
り
子
さ
ん
卿
バ
ァ
ル
バ
ト
ロ
ス
Ｖ

ス
ゴ
ク
女
っ
ぽ
い
歌
を
う
た
う
。
私
も
歌
が
好
き
な
ん
だ
が
、
こ

の
人
の
前
で
歌
っ
た
こ
と
が
な
い
。
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
い
い
人

だ
。
”
先
生
、
ど
こ
を
見
て
る
ん
で
す
か
“
と
言
わ
れ
そ
う
に
な

っ
て
目
を
移
し
た
。

２
葱
諏
．
孔
汎
い
恥
馳
．
．

、
。
‐
‘
。

，
声
一
八
率
糾
認
淑
淑
鋼
諏
蝋

甲
山
，
ゲ
ワ
“

９
Ｆ
算

韓
。
、
戸＃

；
総
／
漣
ｆ
妙
や
●
人

、
１Ｗ
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あけまして
おめでとうございます

記念品・贈答品

関

真′心を伝える

神戸駅前T E L ( 0 7 8 ) 3 5 1 - 1 5 5 1 ( 代）

1２２平 山商会

、
Ｉ

■■■■■ ﾛ | ■■■■■■■■■■
' ■ ! ■■薗■■■■■■■■■

'一■一
■■

U■Ｉ

■
画
一
■
■
■
一
■
■
■
■
面
Ｉ
■
ロ
ロ
二
一
一

』
■
■
■
■
■
■
’
一
■
■
｜
口
二
一
一
一
一
一
『
一
一
・
一
一
。
。
■
■
』
】
■
■
一
・
■

１
１
Ｉ

■
■
■
■
■
■
｜

■
■
■
’

８
．
８
３

■■
■Ｉ
■■
■１

■■■｜
■－■．

■
■
■
■
■
｜
■
画
三
一
■
｜
■
一
・

■
■
■
■
■
■
里
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
二
■
■
■
■
■
■

1．

。

｜
一
『
■
』
再
自

U－

』
■
■
■
国
】
国
■
■
国
■
■
』

■
マ
ロ
由
ｂ
■
■
。
■
■
■
■
■

Ｉ

一
日
■
Ⅱ
■
■
日
日
一
一
一
一
・
国
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★
人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
・
こ
ど
も
劇
場

「
真
冬
に
春
が
や
っ
て
来
た
」

８
日
（
水
）
２
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
前
売
・
八
○
○
円
当
日
・
一
○

○
○
円

☆
児
童
劇
「
オ
ズ
の
魔
法
つ
か
い
」

過
日
（
日
）
①
加
時
半
②
１
時
半

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
・
八
○
○
円

Ａ
・
六
○
○
円
Ｂ
・
五
○
○
円

☆
東
京
演
劇
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

「
オ
ッ
ト
ー
と
呼
ば
れ
る
日
本
人
」

泌
日
（
火
）
１
２
月
１
日
（
土
）
６
時

鱒
分
２
月
２
日
（
日
）
１
時
半
神

戸
文
化
中
ホ
ｉ
ル
労
演
一
三
○
○
円

作
／
木
下
順
二
出
演
／
入
江
洋
佑
、

塚
本
信
夫
、
宮
本
満
里
子
ほ
か

〈
そ
の
他
〉

☆
初
笑
い
吉
本
大
爆
笑

５
日
（
日
）
①
ｎ
時
②
２
時
神
戸

文
化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
・
二
○
○
○
円

Ａ
・
一
二
○
○
円
Ｂ
・
八
○
○
円

☆
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
・
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
劇

場
「
星
の
王
子
様
」

７
日
（
火
）
①
１
時
半
②
４
時
半

神
戸
文
化
中
ホ
ー
ル
一
八
○
○
円

★
神
戸
五
流
能

肥
日
（
土
）
１
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ｓ
・
三
五
○
○
円
Ａ
・
二
五
○

○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円
Ｃ
・
一
○

☆
美
し
い
日
本
の
う
た

幻
日
（
火
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

〈
音
楽
〉

☆
ア
ッ
ブ
ル
・
シ
ュ
リ
ー
・
フ
ォ
ー
ク
コ

ン
サ
ー
ト

ｎ
日
（
土
）
３
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
二
五
○
円

★
谷
山
明
彦
カ
ル
テ
ッ
ト

ｎ
日
（
土
）
５
時
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー
ル

三
○
○
円

☆
甲
南
大
学
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
同
好
会

フ
ェ
ア
ウ
エ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

妬
日
（
水
）
３
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
三
○
○
円

☆
フ
オ
ー
リ
ｉ
ブ
ス

鵡
日
（
水
）
①
廻
時
②
３
時
神
戸

国
際
会
館
Ａ
・
二
七
○
○
円
Ｂ
・
二

二
○
○
円

☆
辻
久
子
バ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

Ⅳ
日
（
金
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
民
音
・
一
○
震
○
○
円

☆
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
夕
べ

幻
日
（
金
）
６
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
大
人
・
五
○
○
円
中
高
生
・
三
○

○
円

☆
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
プ
リ
サ
イ
タ
ル

狙
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
五
○
○
円
Ｂ
・
三
○
○
円

☆
兵
庫
女
子
短
期
大
学
コ
ー
ラ
ス

四
日
（
日
）
神
戸
国
際
会
館

☆
新
春
・
事
の
調
べ

即
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
・
一
○
○
○
円

○
○
円

五
流
仕
舞
／
宝
生
・
嵐
山
辰
己
孝

金
春
・
田
村
金
春
晃
実
金
剛
。
東
北

今
井
幾
三
郎
喜
多
・
三
井
寺
和
島

富
太
郎
観
世
・
山
姥
片
山
博
太
郎

（
☆
神
戸
の
催
し
物
１
月
ご
案
内
》

琴音と尺八の音色・事の調べ

民
音
・
一
五
○
○
円

出
演
／
デ
ュ
ー
ク
・
エ
イ
セ
ス
、
加
茂

き
ぐ
ら
、
砂
原
美
智
子
、
ブ
ル
ｉ
コ
メ

ッ
ツ

☆
モ
ス
ク
ワ
放
送
交
響
楽
団

犯
日
（
水
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ｓ
・
四
八
○
○
円
Ａ
・
四
三
○

○
円
Ｂ
・
三
八
○
○
円
Ｃ
・
三
○

○
○
円
Ｄ
ｏ
二
五
○
○
円

☆
桑
原
康
雄
マ
ン
ド
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル

型
日
（
水
）
７
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
Ａ
・
七
○
○
円
Ｂ
・
五
○
○
円

☆
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
へ
の
招
待

羽
日
（
木
）
６
時
妬
分
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
神
戸
音
楽
友
の
会
会
員
・

一
二
Ｏ
○
円
一
般
・
一
四
○
○
円

演
奏
／
大
阪
テ
レ
マ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

お
話
と
指
揮
／
延
原
武
春

第
一
部
ビ
パ
ル
デ
ィ
篇
第
二
部
バ
ッ

ハ
篇

☆
ジ
ョ
ン
・
パ
リ
ー
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ

型
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
民
音
会
員
・
二
一
○
○
円

一
般
・
二
八
○
○
円

☆
第
浬
回
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

「
邦
楽
の
夕
べ
」

溺
日
（
土
）
６
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
無
料

☆
五
木
ひ
ろ
し

妬
日
（
日
）
①
ｎ
時
印
分
②
２
時
妬

分
神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル
Ｓ
・
四
五

○
○
円
Ａ
・
二
九
○
○
円
Ｂ
・
二

○
○
○
円

〈
演
劇
〉

☆
新
春
特
別
公
演
「
神
戸
・
元
町
・
さ
ん

の
み
や
」
「
あ
め
の
中
の
お
た
や
ん
」

２
日
（
木
）
ｌ
ｎ
日
（
土
）
①
ｎ
時

半
②
４
時
神
戸
国
際
会
館
Ｓ
・

二
○
○
○
円
Ａ
・
一
五
○
○
円
自

由
席
前
売
・
七
○
○
円
当
日
・
一
○

○
○
円

出
演
／
ミ
ャ
コ
蝶
々
、
財
津
一
郎
、
白

木
み
の
る
、
平
凡
太
郎
、
佐
山
俊
二
、

奈
良
富
士
子
ほ
か Ｆ

Ｉ

揚貴妃

１
２３

☆
関
西
Ｔ
Ｖ
公
録
「
ザ
・
タ
カ
ラ
ヅ
カ
」

躯
日
（
水
）
６
時
半
芦
屋
ル
ナ
ホ
ー

ル
整
理
券

☆
百
笑
寄
席
〈
正
月
え
び
す
公
演
〉

９
日
（
木
）
６
時
く
つ
ぱ
す
会
〉
百
円

皿
日
（
金
）
６
時
〈
三
日
月
会
〉
三
百
円

ｎ
日
（
土
）
ｌ
晦
日
（
水
）
６
時
〈
本
公

演
〉
五
百
門
、
春
団
治
ほ
か
柳
笑
亭

☆
春
蝶
・
枝
鶴
二
人
会

即
日
（
月
）
６
時
妬
分
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル
神
戸
音
楽
友
の
会
会
員
・

一
○
○
○
円
一
般
・
一
二
○
○
円

☆
東
西
落
雷
四
人
会

邪
日
（
火
）
①
２
時
②
６
時
神
戸

文
化
大
ホ
ー
ル
指
定
・
九
九
Ｃ
円

自
由
・
七
○
○
円
（
前
売
五
○
○
円
）

出
演
／
桂
小
文
枝
、
桂
三
枝
、
桂
米
丸

三
遊
亭
円
楽

鍵
高砂

☆
神
戸
っ
子
読
者
５
名
様

日
本
能
楽
界
の
枠
を
あ
つ
め
て
、
幽
玄
の
舞
台

を
展
開
す
る
神
戸
五
流
能
に
ご
招
待
ノ
．
（
神
戸
文

化
ホ
ー
ル
提
供
）

ご
希
望
の
方
は
、
葉
書
に
住
所
・
氏
名
・
年
令
・

職
業
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
を
精
書
き
の
上
、
〒
６
５
０
生
田

区
東
町
二
三
の
一
大
神
ピ
ル
８
Ｆ
月
刊
神

戸
っ
子
編
集
室
ま
で
、
先
着
順
。

ミヤコ蝶々
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つ

☆
デ
パ
ー
ト
の
草
分
け
的
存
在

勧
商
場
と
は
今
日
で
は
耳
慣
れ
ぬ
こ
と
ば
だ
か
、
「
広
辞
林
」

や
「
言
海
」
な
ど
の
辞
書
に
は
「
勧
商
場
は
勧
工
場
と
も
い
い
、

多
く
の
商
店
が
そ
れ
ぞ
れ
ｕ
常
品
な
ど
を
出
品
し
て
一
箇
所
で
販

売
す
る
建
物
の
こ
と
で
あ
る
」
と
い
っ
た
意
味
の
こ
と
を
書
い
て

い
る
。
さ
て
、
こ
の
勧
商
場
が
登
場
し
た
年
代
を
拾
う
と
、
諸
説

あ
る
が
、
最
も
早
い
説
で
は
明
治
初
期
か
ら
あ
っ
た
ら
し
い
。
神

戸
の
湊
川
神
社
の
記
録
に
は
明
治
六
年
頃
か
ら
あ
っ
た
と
し
る
さ

れ
て
い
る
し
、
ず
っ
と
下
が
っ
て
昭
和
十
三
年
の
記
録
に
は
「
境

内
に
共
同
で
各
種
の
商
品
を
売
る
販
売
小
屋
（
勧
商
場
）
の
建
設

を
願
い
出
た
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
を
許
可
し
た
」
と
あ
り
、
ぜ
ん

ざ
い
や
カ
マ
ポ
コ
、
洋
酒
、
各
種
飲
物
、
石
鹸
、
は
き
も
の
そ
の

他
各
種
の
日
常
品
が
販
売
さ
れ
た
。
そ
の
後
こ
の
勧
商
場
に
隣
接

し
て
水
新
（
み
ず
し
ん
）
と
い
う
兵
庫
の
有
名
な
西
洋
料
理
屋
が

開
店
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

神
社
に
関
係
深
い
勧
商
場
は
東
地
区
の
三
宮
神
社
境
内
に
も
現

わ
れ
た
。
ハ
ツ
キ
リ
し
た
時
期
は
わ
か
ら
な
い
が
、
明
治
三
、
四

十
年
代
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
ら
し
い
。
昔
の
三
宮
神
社
の
境
内

は
現
在
よ
り
も
な
く
、
北
側
の
今
の
広
い
通
り
を
包
含
し
て
浅
井

氷
店
の
あ
た
り
ま
で
占
有
し
て
い
た
。
こ
の
境
内
の
西
側
に
隣
接

し
て
丹
下
良
太
郎
市
会
議
長
の
私
有
地
が
あ
っ
た
が
、
同
氏
は
こ

こ
に
三
階
建
て
の
勧
商
場
を
建
て
社
長
に
就
任
し
た
。
こ
れ
が
で

き
た
の
は
明
治
円
十
一
年
で
現
在
の
パ
ウ
リ
ス
タ
の
す
ぐ
東
側
に

あ
っ
た
が
、
昭
和
二
十
年
三
月
の
ア
メ
リ
カ
空
軍
の
大
空
襲
で

焼
失
し
た
ｌ
と
荒
尾
親
成
氏
は
語
っ
て
い
る
．
も
っ
と
も
昭
和

二
十
年
ま
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
、
勧
商
場
と
し
て
の
役
割
は
昭

和
初
期
に
は
す
で
に
終
っ
て
い
た
わ
け
で
、
大
東
亜
戦
争
が
始
ま

っ
て
か
ら
は
町
内
会
の
事
務
所
等
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、 ○

’
2４

勧
商
場
物
語

４
あ
お
ば
し
げ
る

、

ﾉし、

、－

一

く
＝ ）同

氏
談
に
よ
る
と
、
こ
の
建
て
物
は
、
外
装
は
セ
メ
ン
ト
、
モ
ル

タ
ル
作
り
で
内
部
は
木
造
建
築
だ
っ
た
が
、
階
段
が
な
く
ス
ロ
ー

プ
通
路
で
、
二
、
三
階
へ
上
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
、

こ
ど
も
ら
は
走
っ
て
上
が
っ
て
い
た
。
だ
が
、
室
内
の
床
が
お
粗

末
な
木
造
だ
っ
た
た
め
、
荒
々
し
く
歩
く
と
反
響
が
下
階
に
ひ
び

く
の
で
そ
っ
と
歩
く
よ
う
に
注
意
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
は
各
商
店

の
寄
り
合
い
所
帯
で
、
呉
服
屋
は
じ
め
金
物
屋
、
荒
物
屋
、
ソ
ロ

バ
ン
屋
、
お
も
ち
ゃ
屋
等
が
店
を
開
い
て
い
た
が
、
明
治
四
十
四

年
脇
浜
小
学
校
二
年
生
だ
っ
た
荒
尾
氏
は
、
同
年
二
月
大
阪
の
城

東
練
兵
場
で
行
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
飛
行
家
マ
ー
ス
の
初
飛
行
に

刺
激
さ
れ
て
、
こ
の
勧
商
場
へ
竹
と
ん
ぼ
を
よ
く
買
い
に
い
っ
た

思
い
出
が
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
な
お
、
食
べ
物
店
は
少
な
か
っ

た
が
、
夏
に
は
物
干
台
を
ひ
ろ
げ
た
よ
う
な
屋
上
で
納
涼
ビ
ア
ホ

ー
ル
が
開
か
れ
た
も
の
だ
。

こ
の
頃
前
後
し
て
同
乗
内
に
は
活
動
写
真
館
（
世
界
館
Ⅱ
三
宮

キ
ネ
マ
に
改
名
、
三
宮
ク
ラ
ブ
、
万
国
館
）
や
芝
居
の
歌
舞
伎

座
、
雑
居
亭
な
ど
の
寄
所
（
よ
せ
）
が
作
ら
れ
て
い
て
庶
民
の
娯

楽
場
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
た
。
飲
食
店
も
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
て
、

す
し
屋
や
コ
ー
ヒ
店
、
西
洋
料
理
屋
な
ど
に
は
多
く
の
客
が
出
入

り
し
て
い
た
が
、
左
か
で
も
喫
茶
店
兼
食
堂
の
は
し
り
と
も
い
え

る
カ
フ
ェ
ー
「
ガ
ス
」
が
有
名
で
、
コ
ー
ヒ
ー
は
五
銭
で
砂
糖
入

れ
放
題
、
当
時
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
洋
食
が
二
十
五
銭
だ
っ
た
。

店
内
に
は
蓄
音
機
が
各
種
の
新
し
い
音
楽
を
流
し
て
い
て
モ
ダ
ン

な
ふ
ん
い
き
に
あ
ふ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
頃
の
文
化
人
た
ち

が
彼
ら
の
た
ま
り
場
に
し
て
い
た
。
今
東
光
や
村
山
知
義
、
竹
中

郁
、
幾
人
も
の
洋
画
家
た
ち
が
よ
く
訪
れ
た
。
尤
町
通
の
計
量
器
店

の
む
す
こ
の
今
井
朝
治
と
い
う
洋
画
家
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
が
、

す
こ
ぶ
る
美
男
子
の
彼
は
奇
行
で
も
有
名
だ
っ
た
。
彼
は
ト
ル
コ
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鈍
痛
報
趣
鰯
鰯
鍔

帽
を
か
む
り
、
赤
マ
ン
ト
を
着
て
元
町
や
三
宮
を
歩
き
回
っ
て
人

々
を
ア
シ
と
い
わ
せ
た
も
の
だ
。
と
こ
ろ
で
、
新
開
地
に
も
三
宮

と
同
じ
頃
に
す
で
に
勧
商
場
が
店
開
き
を
し
て
い
た
。
新
開
地
に

は
じ
め
て
作
ら
れ
た
相
生
座
（
劇
場
）
が
火
事
で
焼
け
て
再
建
さ
れ

た
の
が
明
治
四
十
年
十
二
月
、
翌
年
そ
の
す
ぐ
向
か
い
に
で
き
た

の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
こ
も
三
宮
の
勧
商
場
と
よ
く
似
た
二
階
建

て
で
、
二
階
に
は
雑
貨
品
な
ど
が
並
び
、
食
堂
が
あ
っ
た
。
だ
が
、

こ
こ
の
呼
び
物
は
二
階
よ
り
も
階
下
に
同
時
に
オ
ー
プ
ン
し
た
二

つ
の
活
動
写
真
館
で
あ
る
。
山
側
に
電
気
館
、
浜
側
に
日
本
館
、
い

ず
れ
も
常
設
館
で
、
た
ち
ま
ち
新
も
の
好
き
の
神
戸
市
民
の
人
気

を
集
め
た
。
だ
が
、
大
正
九
年
頃
こ
れ
が
増
築
改
造
さ
れ
て
五
階
建

て
の
ビ
ル
と
な
る
と
、
名
も
博
品
館
（
藤
田
松
之
助
経
営
）
と
改
め

ら
れ
て
は
じ
め
て
今
日
の
デ
パ
ー
ト
ら
し
い
商
売
を
開
始
し
た
。

’
2５

鴬
蕊
欝

紳
殉
謂
噸
厚
．
祢
雷
獅
弧
斡
爺
。
‐
牛
鍋
撰
詞
斡
魯
昂
狩
剥
・
戦
蜘
騨
湧
淵
斌
貢
．
箕
態
唖
飼
寿
創
霊
議
雪
罪
典
衣
鷺
》

灘
総
鱗
鱗
雛
一
》
蝋
か
職
聯
徽

新開地に残る元勧商場、一時神港新聞社が使用（｢ 兵庫
・風雪2 0 年」より）

も
っ
と
も
デ
パ
ー
ト
と
し
て
は
そ
れ
以
前
か
ら
大
丸
百
貨
店
（
た

だ
し
、
元
町
通
四
丁
目
に
あ
り
、
昭
和
二
年
に
三
宮
の
現
在
地
へ

移
転
）
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
三
越
、
そ
ご
う
も
で
き
た
の
で
、
こ

れ
を
神
戸
の
「
デ
パ
ー
ト
第
一
号
」
と
は
呼
べ
な
か
っ
た
。
だ
が

こ
ん
ど
は
一
、
二
階
を
主
と
し
て
各
種
の
商
店
が
入
り
こ
ん
で
店

開
き
し
た
の
で
、
本
筋
の
デ
パ
ー
ト
に
負
け
な
い
て
い
さ
い
と
た

っ
た
。
だ
か
ら
大
正
十
五
年
に
さ
ら
に
神
戸
デ
パ
ー
ト
と
改
称
さ

れ
た
の
も
当
然
の
成
り
行
き
だ
っ
た
。

こ
の
頃
兵
庫
区
西
出
町
に
住
ん
で
い
て
毎
日
湊
川
公
園
西
側
の

市
立
第
一
高
女
へ
通
学
の
途
次
こ
の
前
を
往
来
し
て
い
た
高
山
ま

す
え
夫
人
（
現
在
須
磨
区
月
見
山
北
町
で
茶
商
「
豊
楽
園
」
経
営
）

は
「
神
戸
デ
パ
ー
ト
に
は
ハ
キ
モ
ノ
、
衣
料
品
、
お
も
ち
ゃ
、
そ

の
他
日
術
雑
貨
が
た
く
さ
ん
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
一
度
一
階

の
ハ
キ
モ
ノ
屋
の
店
頭
で
ダ
ン
ス
靴
を
み
つ
け
て
乙
女
心
に
欲
し

く
な
り
、
買
っ
て
ほ
し
い
と
ね
だ
っ
て
母
親
か
ら
叱
ら
れ
た
の
を

お
ぼ
え
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
、
こ
こ
の
屋

上
か
ら
雅
楽
館
束
に
今
も
建
て
物
の
残
る
白
木
屋
（
後
年
喜
久
屋

食
堂
）
屋
上
に
向
け
て
ラ
ジ
オ
放
送
の
初
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
て
市

民
の
注
目
を
集
め
た
。
デ
パ
ー
ト
や
勧
商
場
式
の
も
の
は
大
正
末

期
頃
他
に
も
あ
っ
た
が
、
三
越
の
す
ぐ
東
側
に
も
一
時
元
町
デ
パ

ー
ト
（
井
上
油
店
経
営
）
と
い
う
の
が
作
ら
れ
た
し
、
多
聞
通
り

の
菅
園
の
西
隣
り
に
も
勧
商
場
風
の
店
が
あ
り
、
雑
貨
を
並
べ
ク

ー
ポ
ン
券
を
発
行
し
た
り
し
て
い
た
。
要
す
る
に
こ
れ
ら
の
勧
商

場
は
、
今
日
の
百
貨
店
（
デ
パ
ー
ト
）
の
草
分
け
的
存
在
だ
っ
た
わ

け
で
、
神
戸
だ
け
で
は
な
く
て
、
東
京
（
銀
座
）
や
大
阪
な
ど
の

大
都
会
な
ど
に
は
い
ち
早
く
出
現
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

／
今
日
新
開
地
の
神
戸
デ
パ
ー
ト
跡
の
ビ
ル
（
戦
後
神
港
新
聞
社

が
し
ば
ら
く
営
業
）
に
は
昔
の
面
影
は
な
い
が
、
代
わ
っ
て
同
じ

名
前
で
長
田
区
大
橋
五
丁
目
で
営
業
を
つ
づ
け
て
い
る
神
戸
デ
パ

ー
ト
が
、
神
戸
市
の
応
援
（
融
資
）
も
あ
っ
て
、
客
か
ら
か
な
り

の
人
気
を
得
て
い
る
こ
と
は
、
長
い
年
月
の
間
に
市
民
み
ず
か
ら

の
手
に
よ
る
庶
民
デ
パ
ー
ト
が
欲
し
い
ｌ
と
い
う
、
鳶
て
の

市
民
の
念
願
を
果
た
し
た
も
の
と
し
て
、
興
味
深
い
気
が
す
る
。

（
四
九
・
十
一
・
二
五
記
）

鍵'ヂ

蕊
燭
騒
‐
郡
卿
の
天
‐
遭
咽
隅
．
毛
・
睦

活動写真の「万国館」のパ
ンフレット（昭和４年）
提供・荒尾親成氏
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い

こ
れ
は
あ
る
日
本
の
海
運
会
社
の
支
店
勤
務
の
そ
の
奥
様
に
聞

い
た
話
。

本
社
の
人
靭
課
長
が
、
従
業
員
の
生
活
状
態
、
厚
生
施
設
等
を

お
役
目
が
ら
視
察
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
や
っ
て
き
た
。
と
い
う
こ

と
も
あ
ろ
う
け
れ
ど
、
人
事
課
長
さ
ん
は
最
近
海
外
旅
行
の
機
会

も
な
い
。
い
ち
ど
気
分
転
換
の
意
味
も
あ
っ
て
、
世
界
一
周
し
て

こ
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
平

均
的
駐
在
員
と
し
て
私
の
ご
近
所
の
家
庭
を
視
察
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

ご
主
人
の
年
齢
は
三
十
五
歳
、
奥
様
に
子
供
二
人
。
ま
あ
典
型

的
な
家
庭
で
す
ね
。
そ
の
住
ま
い
は
私
の
近
所
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
の
ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い
の
高
層
ア
パ
ー
ト
。
大
体
二
十
五
、

六
階
で
、
居
間
か
ら
ハ
ド
ソ
ン
川
と
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
が
一
望
の
も

と
に
見
わ
た
せ
る
と
こ
ろ
。
ア
パ
ー
ト
で
は
あ
る
が
、
こ
の
ご
ろ

の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
家
主
は
早
い
と
こ
ろ
建
設
資
金
の
回
収
を
や

ら
な
い
と
金
利
が
高
い
と
い
う
わ
け
で
、
入
居
者
の
う
ち
か
ら
、
コ

ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
へ
の
契
約
変
更
を
辿
っ
て
く
る
。
こ
の
制
度
は
、

つ
ま
り
分
譲
ア
パ
ー
ト
型
式
で
、
頭
金
は
十
一
万
ド
ル
く
ら
い
、

あ
と
分
割
払
い
。
た
だ
し
、
日
本
よ
り
有
利
な
の
は
、
分
割
払
い

分
に
か
か
る
銀
行
の
利
子
が
、
所
得
税
申
告
の
と
き
、
所
得
か
ら

差
し
引
か
れ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
ア
パ
ー
ト
で
大
体
五
、
六
万
ド

ル
と
兄
て
い
い
で
し
ょ
う
。

日
本
円
に
し
て
二
千
万
円
以
内
。
こ
れ
に
相
当
高
い
利
子
が
つ

き
ま
す
が
、
そ
の
ア
パ
ー
ト
は
、
大
体
こ
ち
ら
で
い
う
２
ベ
ッ
ド

ル
ー
ム
。
つ
ま
り
（
こ
れ
か
ら
は
日
本
式
の
略
語
を
使
い
ま
す
。

Ｌ
は
リ
ビ
ン
グ
、
Ｋ
は
キ
チ
ン
と
い
う
ふ
う
に
）
Ｌ
の
広
さ
は
普

通
日
本
の
十
二
畳
か
ら
二
十
畳
、
そ
れ
に
Ｋ
と
Ｂ
（
便
所
兼
バ
ス

ル
ー
ム
）
、
こ
こ
へ
二
寝
室
つ
い
て
い
る
わ
け
で
す
。
一
寝
室
の
広

さ
は
ほ
ぼ
十
畳
か
ら
八
畳
。
こ
ん
な
二
寝
室
型
が
子
供
二
人
の
家

族
も
ち
の
平
均
的
な
ア
パ
ー
ト
と
考
え
て
下
さ
い
。

そ
れ
を
家
賃
で
い
く
と
、
月
三
百
五
十
ド
ル
か
ら
五
百
ド
ル
。

こ
れ
が
ハ
ド
ソ
ン
川
沿
い
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
値
段
。
同
じ

も
の
で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
五
番
街
に
い
ま
建
築
中
の
ア
パ
ー
ト

（
持
主
は
例
の
オ
ナ
ッ
シ
ス
と
か
聞
き
ま
し
た
）
に
な
る
と
値
段

が
十
三
万
ド
ル
。
こ
ん
な
ア
パ
ー
ト
に
は
い
る
の
は
世
界
の
金
持

ち
か
世
界
の
大
企
業
、
と
目
標
を
定
め
て
、
日
本
語
の
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
も
日
本
の
商
社
に
送
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
も
と
の
船
会
社
の
話
に
返
っ
て
、
そ
の
人
事
課
長
さ
ん

ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
、
エ
ン
パ
イ
ヤ
・
ス
テ
ー
ト
や
世
界
貿
易
セ
ン
タ

ー
の
見
え
る
ア
パ
ー
ト
に
や
っ
て
き
て
、
い
き
な
り
怒
り
始
め
た

そ
う
で
す
。

「
こ
れ
は
ゼ
イ
タ
ク
だ
。
キ
ミ
、
ア
ラ
ビ
ア
の
ア
プ
ダ
ビ
ル
に

い
る
わ
が
社
の
連
中
は
ア
メ
リ
カ
の
カ
マ
ポ
コ
兵
舎
に
冷
房
も
た

し
に
寝
起
き
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
る
ぞ
」

そ
れ
は
事
実
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
に
反
論
し
た
の
は
、

そ
の
船
会
社
の
社
員
。

「
課
長
／
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
い
く
ら
で
も
安
い
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
す
。
ス
チ
ュ
デ
ィ
オ
（
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
な
し
の
Ｌ
Ｄ
寝
室

兼
用
で
Ｂ
Ｋ
の
つ
い
た
の
）
で
百
五
十
ド
ル
の
部
屋
に
、
三
人
同

居
。
一
人
当
た
り
一
月
五
十
ド
ル
で
住
め
と
い
わ
れ
れ
ば
住
み
ま

蕊
者
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す
。
だ
が
、
こ
う
い
う
住
ま
い
で
は
、
だ
れ
も
自
分
や
家
族
の
イ

ノ
チ
の
保
証
は
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
日
本
人
の
女
性
が
ウ
ェ
ス
ト

ェ
ン
ド
で
殺
さ
れ
た
話
を
課
長
も
新
聞
で
お
読
み
に
な
っ
た
で
し

ょ
う
。
そ
れ
か
ら
、
取
引
先
の
米
人
と
は
、
日
本
み
た
い
に
、
ど

こ
か
の
バ
ー
で
接
待
と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
。
家
庭
に
招
く
と

そ
の
住
ま
い
で
人
間
の
格
や
会
社
の
格
を
判
断
す
る
ん
で
す
よ
。

わ
が
社
は
日
本
の
海
運
会
社
の
ト
ッ
プ
３
に
は
い
っ
て
る
じ
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
か
」

以
上
の
よ
う
な
説
明
で
あ
っ
た
と
私
は
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
中

に
は
ウ
ソ
も
あ
る
し
、
ホ
ン
ト
も
あ
る
。
ま
た
、
い
い
足
り
な
い

点
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
か
を
、

米
人
は
そ
れ
と
な
く
聞
き
ま
す
。
こ
れ
で
相
手
の
会
社
に
お
け
る

格
付
け
や
会
社
の
経
営
状
態
ま
で
判
断
の
材
料
に
し
ま
す
。
次
に

日
本
人
に
は
い
ち
ば
ん
い
い
部
屋
へ

案
内
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
一

「
危
険
」
と
い
う
の
は
半
分
ホ
ン
ト
で
す
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
、

安
ア
パ
ー
ト
は
い
く
ら
で
も
あ
る
が
、
独
身
男
子
は
い
い
と
し
て

家
族
連
れ
で
は
住
め
ま
せ
ん
。
な
に
も
ピ
ス
ト
ル
を
突
き
つ
け
ら

れ
る
か
ら
で
は
な
く
て
、
夜
は
に
ぎ
や
か
な
道
路
以
外
は
だ
れ
も

歩
か
な
い
か
ら
無
気
味
で
す
。
ま
た
学
齢
の
子
供
が
あ
っ
て
も
、

学
校
の
い
い
の
が
な
い
。
そ
の
点
、
学
校
は
郊
外
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
し
、
い
い
先
堆
と
施
設
の
と
と
の
っ
た
町
は
、
固
定
資
産

税
が
と
て
も
高
い
。
（
こ
の
税
率
は
市
町
村
が
き
め
る
。
）
だ
か
ら
、

家
賃
や
不
動
産
の
値
の
高
い
と
こ
ろ
ほ
ど
教
育
施
設
は
備
っ
て
い

る
が
、
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
は
そ
の
点
赤
字
地
方
自
治
体
だ
か
ら
税
金

が
高
く
て
小
学
校
な
ど
は
ダ
メ
。

こ
う
い
っ
た
悩
み
は
こ
ち
ら
で
も
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら

あ
る
日
本
の
会
社
は
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
一
階
を
全
部
買
い
切
っ

た
り
、
郊
外
の
一
軒
建
ち
を
数
軒
買
っ
て
社
宅
に
し
て
い
ま
す
。

だ
が
、
か
の
人
事
課
長
さ
ん
の
腹
立
た
し
さ
も
わ
か
る
の
で
す

ね
。
一
所
懸
命
貯
金
し
て
、
会
社
か
ら
前
借
り
し
て
分
譲
住
宅
を

手
に
入
れ
た
と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
へ
き
て
み
れ
ば
、
若
い
社
員

が
日
本
人
か
ら
見
れ
ば
豪
華
ケ
ン
ラ
ン
な
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い

て
、
し
か
も
会
社
持
ち
と
い
う
の
で
す
か
ら
。
一
方
、
こ
ち
ら
の

家
主
た
ち
は
、
十
年
前
は
日
本
人
左
ど
東
洋
人
は
お
断
り
と
い
っ

た
の
に
、
い
ま
は
日
本
人
は
金
払
い
が
い
い
か
ら
、
い
ち
ば
ん
い

い
部
屋
へ
ま
ず
案
内
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
い
ま
す
。
だ

い
い
ち
、
日
本
人
と
み
れ
ば
、
い
ま
や
家
賃
を
ど
ん
ど
ん
高
く
す

る
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
は
い
っ
て
く
れ
る
か
ら
。

さ
て
、
七
年
こ
ち
ら
で
住
ん
で
こ
の
間
日
本
へ
帰
っ
た
同
じ
ア

パ
ー
ト
に
い
た
奥
さ
ん
か
ら
手
紙
が
き
ま
し
た
。
六
畳
三
室
の
ア

パ
ー
ト
と
い
う
の
で
帰
っ
て
み
た
ら
六
畳
と
い
う
の
は
、
ア
メ
リ

カ
の
キ
チ
ン
か
バ
ス
ル
ー
ム
の
広
さ
だ
っ
た
の
で
、
子
供
が
ノ
イ

ロ
ー
ゼ
に
な
っ
た
と
か
。
と
も
か
く
、
日
本
と
米
国
で
は
「
空
間

感
覚
」
と
い
う
か
、
こ
れ
が
全
く
別
の
も
の
。
し
か
し
、
日
本
人

な
ら
そ
の
う
ち
に
馴
れ
る
で
し
ょ
う
し
、
と
も
か
く
日
本
は
セ
マ

イ
国
で
、
そ
の
な
か
か
ら
経
済
も
政
治
も
文
化
も
生
ま
れ
た
の
だ

か
ら
、
ど
ち
ら
が
ど
う
と
は
い
え
な
い
け
れ
ど
、
土
地
の
あ
り
余

っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
は
、
と
き
ど
き
恐
し
い
国
だ
と
思
い
ま
す
。

７
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２
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踊
息

☆
エ
ア
ポ
ー
ト
布

ヒ
コ
ー
キ
が
空
中
激
突
。
片
や
小
型
一
人
乗
り
ジ
ェ
ッ
ト
。
こ

れ
が
心
臓
マ
ヒ
の
即
死
。
こ
れ
が
正
面
か
ら
ジ
ャ
ン
ボ
・
ジ
ェ
ッ

ト
超
満
員
ボ
ー
イ
ン
グ
に
ド
ッ
カ
ー
ン
。
小
型
は
空
中
惨
禍
。
ボ

ー
イ
ン
グ
は
二
階
パ
イ
ロ
ッ
ト
室
の
右
に
大
穴
。
操
縦
士
一
名
そ

の
穴
か
ら
空
中
へ
吸
い
と
ら
れ
他
の
一
名
即
死
。
残
る
機
長
一
名

は
瀕
死
。
か
く
て
こ
の
旅
客
機
操
縦
士
無
し
の
メ
ク
ラ
飛
行
。
さ

て
い
か
に
相
成
り
ま
す
る
や
、
ア
ナ
タ
と
に
か
く
操
縦
士
無
し
の

ヒ
コ
ー
キ
な
ん
か
に
乗
っ
て
ご
ら
ん
あ
そ
ば
せ
。
主
演
チ
ャ
ー
ル

ト
ン
・
ヘ
ス
ト
ン
。
カ
レ
ン
・
ブ
ラ
ッ
ク
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
い

っ
ぱ
い
。
「
エ
ク
ソ
シ
ス
ト
」
の
ジ
ャ
リ
娘
リ
ン
ダ
・
ブ
レ
ヤ
。
さ

ら
に
懐
し
や
う
れ
し
や
、
往
年
の
ス
タ
ア
の
グ
ロ
オ
リ
ア
・
ス
ワ

正
月
ぐ
ら
い
は
家
で
ノ
ン
ビ
リ
、
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
な
。
正

月
ぐ
ら
い
は
御
家
族
揃
っ
て
映
画
見
物
、
い
え
ダ
ダ
の
テ
レ
ビ
で

な
く
て
た
ま
に
は
映
画
館
に
も
…
…
ど
Ｉ
ぞ
。

“新
春
・
こ
と
始
め

も
揃
っ
て
花
ま
ん
開

▲お上品左おけれつｒエマニエル夫人｣ 。

ン
ス
ン
（
き
れ
い
で
す
ゾ
）
と
マ
ー
ナ
・
ロ
イ
の
特
別
参
加
。
監

督
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
マ
イ
ト
。
ど
う
し
て
そ
の
ヒ
コ
ー
キ
助
か
る

の
．
．
…
・
そ
ん
な
コ
ト
こ
こ
で
申
せ
る
も
の
で
す
か
。
ハ
イ
、
映
画

館
で
ハ
ラ
ハ
ラ
と
ご
ら
ん
あ
そ
ば
せ
。
ド
ッ
キ
ン
ノ
．

☆
シ
ネ
・
ブ
ラ
ポ
ー
ノ
・

珍
中
の
珍
・
活
動
写
真
の
始
ま
り
の
珍
ら
し
く
も
お
か
し
く
も

貴
重
な
る
フ
ィ
ル
ム
を
集
め
た
一
時
間
四
十
八
分
。
途
中
で
飽
き

る
で
し
ょ
う
？
と
ん
で
も
ゴ
ザ
イ
マ
セ
ン
。
も
う
時
間
の
た
つ

の
も
絶
体
に
お
忘
れ
。
第
一
部
は
無
茶
苦
茶
に
古
い
活
動
写
真
。

第
二
部
は
ド
タ
バ
タ
・
コ
メ
デ
ィ
と
連
続
活
劇
。
パ
ー
ル
・
ホ
ワ

イ
ト
、
ル
ス
・
ロ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ァ
リ
ー
・
ホ
ー
デ
ィ
ー
ニ
ィ
。

あ
あ
私
は
呼
吸
が
止
ま
る
ば
か
り
の
コ
ー
フ
ン
。
と
に
か
く
活
動

写
真
が
日
本
に
初
め
て
来
た
の
が
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
。

そ
れ
も
神
戸
の
神
港
倶
楽
部
。
そ
ん
な
こ
ろ
の
フ
ィ
ル
ム
…
…
そ

れ
が
第
一
部
に
イ
ッ
パ
イ
ノ
．

☆
０
０
７
／
黄
金
銃
を
持
つ
男

黄
金
と
い
え
ば
東
洋
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
い
え
ば
西
洋
あ
る
い

は
ア
フ
リ
カ
。
こ
れ
が
西
洋
人
の
常
識
。
そ
れ
で
今
度
は
東
洋
エ

ク
ゾ
チ
ズ
ム
を
雛
り
こ
ん
で
ブ
ル
ー
ス
・
リ
ー
・
ス
タ
イ
ル
の
カ

ラ
テ
大
活
劇
。
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
こ
の
デ
タ
ラ
メ
の
面
白
さ
。
ロ

ー
ジ
ャ
ー
・
ム
ー
ア
の
ボ
ン
ド
は
胸
毛
が
な
く
て
ち
と
モ
ノ
足
り

な
い
が
男
の
く
せ
に
オ
ッ
パ
イ
を
三
つ
も
つ
け
た
そ
の
秘
術
も
あ

り
ま
し
て
、
共
演
の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
リ
ー
の
怪
奇
役
者
と
チ

ョ
ー
チ
ョ
ー
ハ
シ
シ
の
劇
画
的
大
ア
ク
シ
ョ
ン
。
監
督
は
ガ
イ
．

淀
川
長
治
〈
映
画
評
論
家
〉

蕊識錘塘鶴
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剥
噌
陸
粥
蕊
串
．

“
認
非
騨

レ
ド
ロ
ン
の
政
治
家
な
ん
て
…
…
？
「
個
人
生
活
」
。
し
「
大
地
震
」
は
客
席
を
揺
さ
ぶ
り
、
効
果
大
。

ハ
ミ
ル
ト
ン
。
ポ
ン
ド
・
ガ
ー
ル
ズ
は
今
回
三
名
。
（
シ
ド
ニ
ー
・
ロ
ー
ム
）
と
狂
恋
悲
恋
。
女
の
自
殺
。
ド
ロ
ン
の

い
ず
れ
も
き
わ
ど
く
色
っ
ぽ
く
・
涙
。
い
い
線
い
っ
て
い
ま
す
。
カ
ッ
コ
い
－
い
。
そ
し
て
ア
ホ
ら

☆
ザ
・
ヤ
ク
ザ
し
い
。
監
督
は
ピ
ェ
ー
ル
・
グ
ラ
ニ
ェ
・
ド
フ
ェ
ー
ル
・

ザ
が
つ
い
た
り
す
る
と
カ
ッ
コ
い
－
つ
み
た
い
。
「
追
憶
」
「
大
☆
大
地
震

い
た
る
勇
者
」
「
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
青
春
」
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
狩
り
」
と
に
か
く
セ
ン
サ
ラ
ウ
ン
ド
方
式
と
称
す
る
音
響
効
果
が
バ
ッ

シ
ド
ー
ー
ー
・
ポ
ラ
ッ
ク
監
督
が
高
倉
健
と
ロ
バ
ー
ト
・
ミ
ッ
チ
ャ
グ
ン
で
グ
ラ
グ
ラ
ド
カ
ド
カ
ジ
リ
ジ
リ
ド
カ
ー
ン
の
、
そ
の
ゆ
れ

ム
と
岸
恵
子
を
使
っ
て
日
本
の
ギ
リ
と
ヤ
ク
ザ
の
御
紹
介
。
東
映
方
と
音
響
で
見
て
い
て
中
腰
に
、
な
る
と
い
う
（
ハ
イ
私
ま
だ
兄
て

顔
負
け
の
、
ラ
ス
ト
の
健
サ
ン
の
も
る
肌
脱
い
だ
タ
テ
が
い
い
。
い
ま
せ
ん
）
。
と
に
か
く
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
が
目
茶
目
茶
に
な
つ

け
れ
ど
も
こ
れ
を
見
て
い
る
と
日
本
人
は
み
ん
な
イ
レ
ズ
ミ
し
て
て
、
そ
の
た
め
の
大
洪
水
。
チ
ャ
ー
ル
ト
ン
・
ヘ
ス
ト
ン
、
エ
ヴ

小
指
を
チ
ョ
ン
切
る
み
た
い
で
、
西
洋
人
は
さ
ぞ
や
日
本
を
コ
ワ
ァ
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
ネ
デ
ィ
そ
の
他
い
っ
ぱ
い
。

ィ
と
思
う
で
あ
る
』
フ
。
ギ
リ
は
つ
ら
い
。
ギ
リ
は
こ
わ
い
。
ギ
リ
監
督
は
才
人
マ
ー
ク
・
ロ
ブ
ス
ン
。
そ
し
て
ヘ
ス
ト
ン
の
役
は
第

ギ
リ
・
チ
ャ
ン
バ
ラ
現
代
劇
。
一
級
建
築
家
。
そ
の
彼
、
こ
の
大
地
震
で
、
も
ろ
く
も
大
ピ
ル
デ
ィ

☆
エ
マ
ニ
エ
ル
夫
人
ン
グ
の
崩
壊
に
さ
ぞ
や
ジ
シ
ン
を
な
く
し
た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

き
れ
い
な
き
れ
い
な
主
役
女
優
（
シ
ル
ビ
ア
・
ク
リ
ス
テ
ル
）
☆
新
お
し
ゃ
れ
泥
棒

が
、
き
れ
い
な
き
れ
い
な
Ｌ
Ｐ
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
カ
バ
ー
そ
の
ま
こ
れ
は
ま
た
キ
ャ
ン
デ
ス
・
バ
ー
ゲ
ン
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
グ
ロ

ま
の
キ
ャ
メ
ラ
色
彩
の
中
で
、
サ
カ
リ
の
つ
い
た
猫
み
た
い
に
な
Ｉ
デ
ィ
ン
が
世
界
中
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
原
石
を
集
め
た
ロ
ン
ド

る
お
上
品
と
お
げ
れ
っ
の
セ
ッ
ク
ス
・
コ
ー
フ
ン
映
画
。
こ
れ
を
ン
の
大
金
庫
を
狙
う
超
豪
華
泥
棒
奇
談
。
と
い
う
と
ま
た
か
と
お

気
ど
っ
て
紫
の
ケ
シ
の
花
と
呼
ぼ
う
。
フ
ラ
ン
ス
映
画
。
ジ
ュ
ス
つ
し
や
る
な
。
底
抜
け
、
い
き
な
デ
タ
ラ
メ
映
画
で
０
０
７
の
デ

ト
・
ジ
ェ
ー
キ
ン
監
督
。
タ
ラ
メ
お
遊
び
と
ち
が
っ
て
、
そ
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
コ
レ
ク
タ

☆
個
人
生
活
１
の
豪
華
お
上
品
振
り
が
見
、
も
の
。
監
督
は
ア
ラ
ム
・
ア
バ
キ

政
治
家
の
ア
ラ
ン
・
ド
ロ
ン
な
ん
て
。
と
こ
ろ
が
サ
マ
に
左
っ
ン
・

て
い
る
ん
だ
か
ら
。
妻
子
を
捨
て
て
、
若
き
ト
ッ
プ
・
モ
デ
ル
正
月
映
画
ま
だ
ま
だ
あ
、
り
ま
す
が
も
は
や
紙
数
な
し
ア
ア
ノ
．

レ
ギ
リ
と
ヤ
ク
ザ
が
健
さ
ん
と
も
ど
も
輸
出
さ
れ
る
と
、

東
映
顔
負
け
の
「
ザ
・
ヤ
ク
ザ
」
。

溌
払鍵畿謹iｉ

凸
騨

§錘§電

葡蔚 識

’
2９
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〈
鋤
〉

Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア

’
3０

Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
は
、
今
度
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
女
体
探
訪
の
旅
に

出
る
前
に
、
旧
知
の
ダ
ー
ー
エ
ル
に
「
こ
れ
ぞ
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
」
と

い
う
、
世
界
一
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ネ
ル
（
フ
ラ
ン
ス
語
で
娼
婦

の
こ
と
を
こ
う
呼
ぶ
）
を
依
頼
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
。

案
の
定
、
Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
が
パ
リ
の
ホ
テ
ル
に
着
く
と
、
早

速
、
ダ
ニ
ェ
ル
か
ら
「
夕
食
後
、
女
の
写
真
を
持
っ
て
い
く
の
で

選
ん
で
ほ
し
い
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
モ
デ
ル
、
人
妻
、

女
優
、
高
級
ブ
テ
ィ
ッ
ク
の
店
員
…
等
々
の
素
晴
し
い
パ
リ
ジ
ェ

ン
ヌ
の
中
か
ら
、
好
み
の
女
を
選
ん
で
い
る
自
分
を
、
Ｈ
・
ジ
ュ

ニ
ア
氏
は
想
像
し
な
が
ら
気
も
そ
ぞ
ろ
、
チ
キ
ン
の
ク
リ
ー
ム
煮

で
腹
ご
し
ら
え
し
て
ロ
ビ
ー
に
出
る
と
、

「
あ
ら
／
Ｈ
先
生
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
？
」

と
、
若
い
日
本
女
性
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。
昔
教
え
た
大
学
の
卒

業
生
の
Ｙ
嬢
な
の
だ
。
え
ら
い
と
こ
ろ
で
会
っ
た
も
の
だ
。

「
先
生
と
一
緒
に
来
た
か
っ
た
わ
。
今
晩
、
卒
業
さ
せ
て
も
ら
っ

た
お
礼
さ
せ
て
ち
ょ
う
だ
い
／
・
」

と
甘
え
ら
れ
、
さ
っ
そ
く
、
ラ
。
ト
ゥ
ー
ル
ジ
ャ
ル
ダ
ン
の
鴨
料

理
の
招
待
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

フ
ェ
ッ
シ
ョ
寝
ル

そ
の
時
、
「
ト
ン
ト
ン
」
と
ド
ア
が
鳴
っ
た
。
彼
の
心
臓
も
鳴

っ
て
い
る
。
彼
は
跳
ね
起
き
、
ド
ア
の
所
へ
飛
ん
で
行
っ
て
、
ロ

ッ
ク
を
右
へ
廻
し
た
。

〈
日
本
と
逆
だ
〉

ド
ア
を
半
開
き
に
し
た
途
端
、

「
ポ
ン
ス
ワ
ー
ル
、
先
生
。
私
、
寝
ら
れ
へ
ん
。
お
客
さ
ま
ま
だ

で
す
の
？
」

と
、
Ｙ
嬢
が
ジ
ロ
ジ
ロ
部
屋
の
中
を
見
廻
し
て
い
る
。

〈
殺
し
て
や
り
た
い
／
，
〉

「
何
か
？
」

「
帰
り
は
っ
た
ら
お
電
話
く
だ
さ
い
ま
す
？
部
屋
の
テ
レ
フ
ォ

ン
番
号
を
お
知
ら
せ
し
と
き
た
か
っ
た
の
」

と
彼
女
は
紙
片
を
出
し
た
。

え
・
浅
野
俊

プ
ロ

鏡
張
り
の
天
井
に
、
セ
ー
ヌ
の
遊
覧
船
の
灯
が
映
え
、
そ
の
光

が
緑
の
大
理
石
の
床
に
反
射
す
る
三
階
の
特
別
室
で
鴨
に
舌
鼓
を

打
ち
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
の
ほ
ろ
酔
い
機
嫌
に
、
「
も
う
死
ん
で
も
い

い
／
」
と
、
Ｙ
嬢
と
手
を
握
り
合
っ
た
途
端
、
ダ
ー
ー
エ
ル
か
ら
電

話
で
、

「
例
の
女
が
、
今
夜
、
十
一
時
、
部
屋
へ
行
く
。
女
は
適
当
に
こ

ち
ら
で
選
ん
で
お
い
た
。
ホ
テ
ル
で
伝
言
を
聞
い
て
電
話
し
て
い

る
。
」

と
い
う
の
だ
。
時
計
を
見
れ
ば
、
も
う
十
時
半
だ
。

Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
は
、
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん
で
も
ら
っ
て
ホ
テ
ル

に
飛
ん
で
帰
り
、
明
日
の
晩
の
約
束
を
し
て
Ｙ
嬢
と
ロ
ビ
ー
で
体

よ
く
別
れ
る
と
、
自
室
へ
転
が
り
込
み
、
散
ら
か
つ
た
ス
ー
ツ
ケ

ー
ス
を
必
死
で
ま
と
め
て
鍵
を
か
け
、
全
部
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
の
下

へ
ほ
う
り
込
み
、
盛
装
の
ま
ま
、
ベ
ッ
ド
に
仰
向
け
に
寝
こ
ろ
が

っ
て
女
を
待
つ
こ
と
に
し
た
。

〈
局
部
だ
け
で
も
洗
っ
て
お
き
た
い
が
、
時
間
も
な
い
し
、
ビ
デ

も
な
い
。
不
思
議
だ
。
諦
め
る
と
し
よ
う
。
も
う
約
束
の
十
一
時

だ
。
何
か
の
手
違
い
で
明
日
に
な
っ
た
の
で
は
？
カ
ー
テ
ン
も

閉
め
た
し
、
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
ス
イ
ッ
チ
も
入
れ
て
あ

る
。
万
事
Ｏ
Ｋ
だ
／
、
〉
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１
３

「
す
ま
ん
す
ま
ん
。
必
ず
砿
話
し
ま
す
。
」

〈
こ
ん
な
時
に
女
が
来
た
ら
大
変
で
は
な
い
か
？
早
く
州
れ
〉

Ｈ
・
ジ
ュ
ー
ー
ァ
氏
は
気
づ
ま
り
に
な
り
、
立
上
っ
て
窓
を
開
け

た
。
手
の
届
き
そ
う
な
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
黒
い
影
に
向
っ
て
、
二

人
は
肩
を
抱
き
合
っ
て
立
っ
た
。

ヨ
ソ
フ
ェ
ル
塔
の
灯
も
消
え
た
わ
。
あ
な
た
は
十
六
、
私
は
十

一
．
も
う
遅
い
わ
。
早
く
お
寝
ん
ね
し
ま
し
ょ
う
／
Ｌ

〈
泣
か
せ
る
言
染
だ
。
さ
す
が
は
、
パ
リ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
寝

ル
だ
け
の
こ
と
は
あ
る
〉

「
ウ
ィ
ゥ
ィ
」
と
、
彼
が
窓
の
カ
ー
テ
ン
を
引
く
中
に
、
彼
女
は

ピ
ッ
タ
リ
も
も
に
つ
い
た
テ
ッ
ド
ラ
ピ
ド
ス
の
ジ
ー
ン
ズ
を
、
破

れ
な
い
よ
う
に
ず
ら
せ
始
め
て
い
た
。
下
か
ら
は
、
惜
気
た
く
プ

ラ
ゥ
ン
の
恥
毛
が
、
そ
の
見
事
に
刈
込
ま
れ
た
ハ
ー
ト
型
を
現
わ

し
た
の
で
あ
る
。
マ
メ
の
所
が
小
高
く
、
周
囲
は
薄
く
刈
込
ま
れ

て
い
る
。
正
に
恥
毛
の
崖
術
だ
。
今
パ
リ
で
は
、
ハ
ー
ト
咽
が
流

行
と
聞
く
。

〈
何
と
い
う
け
な
気
な
、
客
へ
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
で
あ
ろ
う
〉

Ｈ
・
ジ
ュ
ニ
ア
氏
は
、
い
じ
ら
し
く
な
っ
て
、
彼
女
の
そ
ば
へ

飛
ん
で
行
き
、
可
愛
く
狭
い
眉
を
抱
い
て
、
立
っ
た
ま
ま
、
そ
の

薄
い
魅
力
的
な
唇
に
最
初
の
キ
ス
を
し
た
。

〈
パ
リ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
寝
ル
は
、
た
だ
寝
る
だ
け
で
は
な
い

ね

の
だ
。
涙
ぐ
ま
し
い
サ
ー
ヴ
ィ
ス
策
を
練
っ
て
い
る
。
正
に
、
プ

ね
ね

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
緋
ル
で
あ
る
。
あ
そ
こ
も
、
定
め
し
煉
れ
て
い
る

ね

こ
と
だ
ろ
う
。
一
体
ど
ん
な
秘
雑
言
を
、
彼
女
は
錬
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
？
後
が
楽
し
み
だ
〉
。
（
以
下
、
次
号
に
つ
づ
く
）

☆
女
体
百
景
哩
月
号
「
ベ
ー
ー
ス
の
女
」
は
「
へ
」
に
「
ハ
ー
ト
型
」
の

半
濁
点
（
？
）
「
ペ
ニ
ス
の
女
」
の
誤
り
で
し
た
。
釘
正
し
意
す
。

を
蚊
に
、
羽
毛
の
よ
う
に
怪
や
か
な
金
髪
は
、
思
わ
ず
な
ぜ
た
く

な
る
。
顔
は
、
一
見
、
猿
の
よ
う
だ
。
し
か
し
、
可
愛
い
鼻
は
愛

嬬
が
あ
る
。
よ
く
兄
る
と
、
顔
も
、
下
足
も
、
体
の
ど
の
部
分
も

華
署
に
、
丹
念
に
作
ら
れ
て
い
て
、
骨
董
的
な
美
し
さ
さ
え
感
じ

さ
せ
る
。
狭
く
か
っ
こ
い
い
肩
は
、
男
な
ら
誰
だ
っ
て
抱
き
た
く

な
る
だ
ろ
う
。
早
く
寝
た
い
が
、
や
せ
て
も
枯
れ
て
も
、
Ⅱ
本
の

イ
ン
テ
リ
の
端
く
れ
だ
。
あ
ん
ま
り
ガ
ッ
ガ
ッ
し
た
と
こ
ろ
は
見

せ
た
く
な
い
〉

「
ト
ン
ト
ン
」
、
一
一
・
卜
分
遅
れ
て
部
屋
の
戸
が
鳴
っ
て
、
プ
ロ
フ

ェ
ッ
シ
ョ
寝
ル
は
、
風
の
よ
う
に
秘
か
に
、
ド
ア
の
す
き
間
を
す

り
抜
け
無
事
、
巾
へ
入
っ
た
の
で
あ
る
。

「
ポ
ン
ス
ワ
ー
ル
ノ
Ｌ

と
、
パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
の
小
声
は
鈴
の
よ
う
に
コ
ロ
コ
ロ
と
鳴
る

心
地
よ
い
フ
ラ
ン
ス
語
。
Ｙ
嬢
と
は
、
え
ら
い
違
い
だ
。
彼
女
は

そ
の
薄
く
引
締
ま
っ
た
拝
に
、
終
始
、
微
笑
を
浮
か
べ
て
い
る
。

〈
す
い
も
甘
い
も
な
め
分
け
た
、
知
性
の
香
気
さ
え
す
る
経
妙
涌

脱
な
大
人
の
微
笑
だ
。
早
く
奪
い
た
い
〉

ド
ア
の
所
で
、
彼
女
が
靴
を
脱
ぐ
と
、
Ｈ
・
ジ
ラ
ー
ア
氏
よ
り

少
し
低
く
な
っ
た
。
丸
い
ト
ビ
色
の
瞳
は
、
慈
母
の
よ
う
に
慈
愛

に
満
ち
て
、
彼
を
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
る
。

〈
こ
ん
な
に
洗
練
さ
れ
た
微
笑
や
目
つ
き
は
、
小
さ
い
時
か
ら
、

ブ
ド
ー
酒
を
飲
ま
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
？
〉

〈
年
は
、
二
十
岡
く
ら
い
か
？
中
肉
、
中
背
、
抜
群
の
プ
ロ
ポ

ー
シ
ョ
ン
は
さ
す
が
だ
。
ジ
ー
ン
ズ
ル
ッ
ク
が
よ
く
似
合
っ
て
、

特
に
、
ピ
ッ
チ
リ
し
た
も
も
と
、
お
尻
が
た
ま
ら
な
い
／
、
小
さ
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‘‘頑固者,，がズラリ､ノ

ん
だ
か
ら
。
種
類
は
即
種
類
あ

っ
て
小
さ
い
ピ
ザ
（
仰
円
）
コ

ー
ヒ
ー
（
Ⅷ
円
）
ワ
イ
ン
と
共

に
食
べ
る
と
し
こ
し
こ
と
な
か

な
か
い
け
る
味
。
暖
た
め
な
が

ら
大
き
な
ピ
ザ
を
囲
ん
で
パ
ー

テ
ィ
も
で
き
る
。
こ
の
店
は
、

カ
ナ
ダ
か
ら
や
っ
て
き
て
、
大

阪
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
㈱
（
三
宮
清

一
社
長
）
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

拡
げ
て
ゆ
こ
う
と
い
う
も
の
。

☆
私
の
店
が
で
き
ま
し
た

以
前
〃
キ
ャ
ン
テ
ィ
北
店
″

の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
下
田
利
暢

さ
ん
が
、
新
し
い
店
〃
ロ
イ
ヤ

ル
〃
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

盈
鍔
癖
認
狩
祁
率
酔
軸
雪
榊
癖

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
は
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
レ
ン
ド
に
よ
る
コ
ー

ヒ
ー
、
ト
ワ
イ
ー
ー
ン
グ
全
種
を

揃
え
た
紅
茶
、
ス
コ
ッ
チ
タ
イ

ム
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の

樽
入
り
モ
ル
ト
配
度
の
〈
タ
プ

ロ
ー
ス
〉
。
お
食
事
ど
き
に
は
日

変
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
の
ラ
ン
チ
の

他
、
北
海
道
直
送
の
ス
モ
ー
ク

サ
ー
モ
ン
も
店
の
自
慢
で
す
。

ま
た
、
コ
ー
ヒ
ー
や
水
割
に

は
九
州
の
山
奥
、
阿
蘇
野
の
岩

盤
下
よ
り
採
取
さ
れ
る
自
然
水

☆
〈
タ
プ
ロ
ー
ス
〉
モ
ル
ト
哩
度

の
世
界
を
あ
な
た
に

ト
ア
・
ロ
ー
ド
に
英
国
風
パ

ブ
〃
バ
ス
・
チ
ャ
ー
リ
ン
ト

ン
〃
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

英
国
の
イ
ン
テ
リ
ア
に
つ
つ

ま
れ
た
、
お
手
軽
な
お
値
段
で

楽
し
め
る
店
で
す
。

生
田
区
山
本
通
二
丁
目
一
三
’
三

茜
二
四
一
－
一
六
二
九

炭
焼
き
ス
テ
ー
キ
／
サ
ロ
ー
イ
ン
三
千
円

テ
ン
ダ
ー
四
千
円
、
鉄
板
コ
ー
ナ
ー
／
貝

柱
や
タ
コ
、
若
測
、
エ
ビ
、
イ
カ
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
六
百
’
八
百
円
Ａ
Ｍ
ｎ
ｌ
Ｐ
Ｍ

２
、
Ｐ
Ｍ
５
１
Ｐ
Ｍ
ｕ
日
曜
日
休
み

☆
ピ
ザ
パ
ー
テ
ィ
が

で
き
る
よ

ポ
ー
ン
と
空
中
に
ド
ウ
を
投

げ
あ
げ
て
は
つ
く
る
ピ
ザ
。
そ

ん
な
こ
と
し
て
出
来
る
？
と

ご
不
信
の
方
は
元
町
一
番
街
中

小
山
ピ
ル
雷
麹
／
９
３
７
８
（
多
久
美
の

一
一
階
）
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ピ
ザ

・
パ
テ
オ
元
町
店
」
へ
行
っ
て

ご
ら
ん
。
や
っ
て
る
や
っ
て
る

延
べ
棒
使
わ
ず
投
げ
上
げ
式
な

オープンの日の屠審会

ぴっと･ いん

雀

英国調のムードある店内

炭
焼
き
ス
テ
ー
キ
、
鉄
板
焼

き
、
そ
れ
と
ド
リ
ン
ク
。
こ
の

三
拍
子
を
お
手
頃
な
予
算
で
、

存
分
に
楽
し
め
る
。

ま
た
、
好
み
に
よ
っ
て
各
種

の
料
理
を
調
理
し
て
く
れ
る
。

ポ
ン
ポ
ン
を
使
用
。

ウ
ェ
イ
・
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
弁
》
の

で
商
談
に
も
適
し
て
い
る
。

コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
各
２
５
０
円
、
タ
プ
ロ

ー
ス
４
０
０
円
、
ラ
ン
チ
５
０
０
円
、
テ

ィ
ー
タ
イ
ム
Ａ
Ｍ
ｍ
ｌ
Ｐ
Ｍ
６
ス
コ
ッ

チ
タ
イ
ム
Ｐ
Ｍ
６
１
Ａ
Ｍ
狸

電
話
○
七
八
’
三
三
二
’
一
一
二
五

☆
安
く
て
美
味
し
い
肉
を
食
べ

て
頂
く
ｌ
そ
れ
が
私
の
信
条

中
山
手
の
炭
焼
き
ス
テ
ー
キ

〃
樹
″
（
た
ち
き
）
は
頑
固
者

揃
い
。
と
い
っ
て
も
、
こ
と
味

に
関
し
て
の
こ
と
。
マ
ス
タ
ー

も
コ
ッ
ク
さ
ん
も
、
食
べ
る
人

の
身
に
な
っ
て
、
安
く
て
美
味

、
、

し
い
料
理
し
か
つ
く
ら
な
い
と

い
う
の
だ
か
ら
誠
に
結
椎
。

蛭識韓謡夢

め
る
雰
囲
気
の
あ
る
店
。
ガ

ラ
ス
の
窓
越
し
に
調
理
室
の

コ
ッ
ク
さ
ん
の
様
子
も
見
え

る
。
シ
ー
ズ
ン
に
は
表
の
テ

ラ
ス
で
も
軽
い
食
事
を
と
れ

る
よ
う
に
た
っ
て
い
る
。

「
野
鳥
料
理
に
も
力
を
入

れ
た
い
」
と
↓
、
ス
タ
ー
ご
夫

妻
は
大
は
り
き
り
。

少
人
数
の
パ
ー
テ
ィ
な
ど

に
使
え
る
別
室
も
あ
り
、
オ

ー
プ
ン
の
日
に
は
こ
こ
で
、

牧
師
さ
ん
な
ど
各
国
の
お
得

意
客
た
ち
が
昼
餐
会
に
招
か

れ
、
開
店
を
祝
っ
た
。

ｎ
時
半
１
２
時
半
、
５
時
ｌ
ｕ
時
。

水
曜
休
み
。

’
3２

識哨霊溌認識蝿雑繋．識､ 』

ポーーンとなげてつくる

撫鮮

●
神
戸
う
ま
い
も
ん

と
ド
リ
ン
キ
ン
グ

イ
タ
リ
ア
料
理

ベ
ル
ゲ
ン

生
田
区
山
本
通
２
丁
目
灯
Ｉ

１
中
山
手
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
前
電
池
１
６
９
５
２

本
格
的
な
イ
タ
リ
ア
料
理

が
お
い
し
い
と
定
評
の
あ
る

「
ベ
ル
ゲ
ン
」
が
山
本
通
り

に
引
っ
越
し
た
。
新
し
い
店

は
白
い
壁
が
明
る
く
、
テ
ー

ブ
ル
数
も
増
え
食
事
を
楽
し
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ｑ
〃
忘
れ
な
草
の
会
″
の
菅
原
洋
一
さ
ん
と
一
緒
に

●こん必て●

たかのり弁斗‘ｉ
やよいの眼
化そうめん

みむめそうめん
天ぷら
おつくり
湯どうふ

５：０ＯＰＭ～２：００ＡＭ( 日曜祭日１２：ＯＯＡＭ）水曜日定休
第１．３土曜日はフラメンコ舞踊のショータイム
神戸市生田区北野町３丁目４８アニルドマンション１階

恋２４１－１３４４

あけましておめでとうございます あけましておめでとうございます
今年も花のおふくろの味をよろしくお願いします| 日年中はいろいろとおせわになりました

新しい年もよろしくお願いいたします
昭和5 0 年ノC 旦

－落語家と一緒に遊ぼう－

１/６（月）
新春初笑い大会

『

１１：３０Ａ. Ｍ､ ～８：Ｏ０ＲＭ，月曜日定休
さんプラザ地階公３３１００８７

●

1 2 月３０日から１月５日までは休ませていただきます

1３３
和風季節料理

口

フラメンコの店
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旧年中はお引き立てをいただき
ありがとうございました。
レストラン、カルバドス〃は、

新しい年も、音楽のあるシャレた
神戸っ子の店として、みなさまに
親しまれるように、一層洗練され
た店づくりを目指しております。
本年もよろしくお願い致します。

< ピアノ＆ボーカル＞

月．水・金・土曜日山本憲一、羽岡利幸、火・日唯日阪本完二
レギュラー高価真知子

< メニュー＞

ヘレミニッツステーキー￥2 . 0 0 0 ピーフシチュ￥1 , 5 0 0
エビとパンのフライー￥８００ミートボールシチュー￥1 , 3 0 0
サラダ￥５００タンシチュ￥１．３００
バレンタイン￥５００バレンタインボl ･ ノー￥7 , 0 0 0

７：００Ｐ. Ｍ, ～２：００Ａ. Ｍ・木暇日休み

1,冠i韓誰Ｉ鶏
Ｕ山本通り卜
カルバドス

ロ

中山亭皿りＩ

神戸市生田区山本通４丁目9 ７P H O N E ２３１．６１３７～８
1３４

蕊識蕊§
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